
はじめてのジョリーフォニックスと 

 取り入れたい 

山下桂世子の 

その前に 学習中に 

4つのワークショップ 
英語の「音と綴り」の指導に入る前に何をすればいいのか。 

はじめてのジョリーフォニックスとはどんなものなのか。 

「音と綴り」の学習で身についた「読み」をどう伸ばしていくのか。 

4つのワークショップを通じて、英語の読み書き指導の初期段階の指導内容や 

サポート方法などを学んで行きましょう。ご興味のある方はぜひご参加ください。 

 
2024年 

8/26 
(月) 

Workshop 3   13:30～15:00 

ジョリーフォニックス学習段階に合わせて行いたい 

「読みの流暢さを育てる」 

Workshop 4   15:30～17:00 

Decodable Booksを使った読み方を指導する 

「Guided Reading」 

Workshop 1   9:30～11:00 

文字指導に入る前に行っておきたい 

「英語の音あそび」 

Workshop 2   11:30～12:30 

音と綴りの関係を理解し、読み書きの基礎を作る 

「Jolly Phonics」Introduction 

会場：東京文具共和会館 4階 B室 
〒111-0052東京都台東区柳橋 1-2-10 

http://www.kyouwa-kaikan.co.jp/room/4b.html 

詳細・募集要項・お申み・お問い合わせは公示ページから 

https://kayokoyamashita.com/2024DW2 

定員各 30名程度 

お申込み・お問い合わせはすべてメールベースでのやりとりとなります。@kayokoyamashita.comからのメールを受け取ることができる 

よう、あらかじめメールアカウントをご設定ください。詳しくは「メールが来ない！」（https://kayokoyamashita.com/settings：左

工具アイコン）をクリックした先の「2) メール受け取り拒否設定などをチェック！」の項目をご確認いただくことをお勧めしています。 

講師：山下桂世子 Kayoko Yamashita 日本で小学校教諭（通常学級と特別支援学級）として勤務後、渡英。 

イギリスではプリスクールでの勤務を経て、少数民族サポート機関 EMASSへ。その後イギリス現地小学校で Language Assistant兼特別支援 

チームリーダーとして活動後、Teaching Assistant として長年勤務。特別支援学級リーダー（SEN Provision Leader）を経て、現在は HLTA（High  

Level Teaching Assistant）として活躍中。 

また、Nottingham大学で特別支援教育修士号取得後、トラウマについて学ぶ一方、Jolly Phonics /Jolly Grammar トレーナーとして 2013年から 

活動開始。ジョリーフォニックスの指導経験はその時点で十年を超え、今もイギリス・日本・オンラインで指導者・学習者への指導とサポートを 

精力的に展開中。「はじめてのジョリーフォニックス 1,2 - ティーチャーズブック -」「はじめてのジョリーフォニックス 1,2 - ステューデントブック -」監修。「ワーキング

メモリと英語入門」編著。ジョリーフォニックスで初めてのシンセティック・フォニックス授業～トレーニングセミナー編～DVD発売中。ほか。 
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ワークショップ 1～4  共通事項 

対象： 基本的にはどなたでもご応募いただけます。詳しくはサービス利用規約第 2条表内「募集要項」をご

確認ください。 

定員： 最大 30名程度（当日会場での追加受付はありません） 

会場： 〒111-0052東京都台東区柳橋 1-2-10東京文具共和会館 4階 B室 

持ち物： 筆記用具，飲み物，開催前に公示ページで提供されるハンドアウト（印刷、またはタブレット端末に保

存するなどしてお持ちください） 

ワークショップ 1 「英語の音あそび」 

私たちが英語を指導するとき、ついすぐに文字を指導したくなります。しかし、文字指導に入る前に英語の「音」に

慣れ、その「音」を自分で操作できる力を養うことが重要です。例えば、日本語でもひらがなの指導が入るのは小

学校 1 年生。それまでに子どもたちは「じゃんけんぽん！」をして、チョキだったら「チョ・コ・レ・ー・ト」いや「チ・ョ・コ・

レ・ー・ト」の方が一歩前に行ける、なんて言いながら遊んだり、またしりとり遊びをしたり、ダジャレを言ったりして、文

字を使わない「音」だけの遊びをたくさん行っています。 

これらは実は日本語の音韻認識を育てるためのとても大切な遊び。これができたらようやく「文字指導の準備が

整った」といえます。「チョ」という音は「チョ」という 2文字、「コ」という音は「コ」という 1文字。それぞれの音に文字

を充てていくことで、音を文字に置き換えることができるようになります。 

翻って英語教育ではどうでしょう？歌やジングルを聞く、聞こえる音を文字にする、などという活動以外に、英語の

音を意識した「音あそび」をみなさんの教室やご家庭では行っていますか？このワークショップでは、文字指導に入

る前に行っておきたい「文字を使わない」音を養う活動を紹介していきます。 

日時： 2024年 8月 26日（月）9:30～11:00（受付開始は 9:15） 

費用： 4,000円（領収書は発行しません） 

ワークショップ 2 「Jolly Phonics Introduction」 

「英語の音あそび」で音についての認識を養ったら、いよいよその「音」と「綴り」の関係を学びます。どの綴りが

どの音になるか、どの音をどう綴るか、ということだけでなく、実際に見た単語を音に変換して読み、聞いた単語を音

の通りに文字として書くという練習も丁寧に繰り返し、順を追ってそのスキルを身につけていきます。 

「はじめてのジョリーフォニックス」「はじめてのジョリーフォニックス 2」の 2 つの教材は、日本語環境（非英語環

境）で英語の読み書きの基礎を身につけることを前提にして組み立てられたもので、これらを順を追って指導して

いくことで約 3年間分の指導が行えます。1～3年生の国語の読み書き指導に当たる部分と言えるかもしれません。 

1 時間という短い時間ですが、この中でそもそもフォニックス、シンセティック・フォニックス、ジョリーフォニックスと

いうのは何なのか、なぜ必要とされるのか、どんな指導方法なのか、などといったことを簡単に触れていきます。ジョ

リーフォニックスを知らない方、英語の読み書き指導に行き詰まっている方、自分の周りにジョリーフォニックスを説

明したいけどうまくいかない方など、ちょっとでもご興味があればぜひご参加ください。 

日時： 2024年 8月 26日（月）11:30～12:30（受付開始は 11:15） 

費用： 1,000円（領収書は発行しません） 
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ワークショップ 3 「英語の流暢さを育てる」 

～ジョリーフォニックスの学習段階に合わせたサポート方法を学ぼう～ 

小学1年生の国語の授業のようすを見ると、子どもたちは教科書に書かれた文字を目で追いながら口を動かし、

自分で読もうとするさまが見られます。「そらに、おおきなく・・・じら、あ、大きなくじらが・・・」。毎日読みの練習を無理

なく積み重ねていくことで、徐々に読みが上達し、流暢に、的確に読むことのできる読み手へと育っていきます。 

英語も同じで、英語の読み書きの基礎を学んでいない子どもたちならば、自分たちが習った唯一のアルファベッ

ト文字の読み方＝ローマ字読みで読もうとします。一方で、ジョリーフォニックスで読み書きの基礎を学んだ子であ

れば、その方法で「Th  i  s   f  ar  m ... !  This farmだ！」と、英語読みができ始めてくると思います。 

流暢な読み手となるに従い、字面を追っていくのに精一杯だった段階から、徐々に文字（単語や文）の理解する

内容を的確に読み取ることのできる学習者へと育っていきます。 

ジョリーフォニックスで読み書きの基礎を学んでいく子どもたちに、いったいどの段階でどのようなサポートや指

導をすれば子どもたちの読みの流暢さを伸ばしていくことができるのでしょうか。このワークショップではその点に注

目しながら、一緒に学んでいきたいと思います。 

対象： どなたでも（ただし、内容はジョリーフォニックスでの指導方法・指導内容のご理解が必須となっています。できれば山下

桂世子の「ジョリーフォニックス総合トレーニング」の事前受講をお勧めいたします。） 

日時： 2024年 8月 26日（月）13:30～15:00（受付開始は 13:15） 

費用： 4,000円（領収書は発行しません） 

ワークショップ 4「Guided Reading」 

～ジョリーフォニックスの副教材を使った音読指導を学ぼう～ 

「英語の音あそび」で音についての認識を養い、その後「はじめてのジョリーフォニックス」「はじめてのジョリーフ

ォニックス 2」の学習を通じて音と綴りの関係を学び、聞いた単語が書け、見た単語が読めるようになっていきます。 

ここまで読み書きの技能が身についてきたら、次は「Decodable Books」を使って自分で本を読むこともできるよう

になりますが、ちょっと待ってください。ただ「本を与えておしまい」「読ませておしまい」になっていませんか？ 

字面が読めていても意味理解ができているとは限りません。また、表紙から、タイトルから、挿絵から、文章の構成

から、本当はもっともっと読み深めることができる部分を見落としてしまっているかも知れません。 

Guided Reading はイギリスの小学校で国語の授業の一環として行われている音読指導です。何を目標に本を読

んでいくのかを子どもたちに伝えながら、子どもたちがその目標を達成できるように先生が丁寧に Guide しながら

読解や音読の方法を指導していきます。そのサポート方法を一緒に学びましょう。 

対象： どなたでも（ただし、内容はジョリーフォニックスでの指導方法・指導内容のご理解が必須となっています。できれば山下

桂世子の「ジョリーフォニックス総合トレーニング」の事前受講をお勧めいたします。） 

日時： 2024年 8月 26日（月）15:30～17:00（受付開始は 15:15） 

費用： 4,000円（領収書は発行しません） 

※これらのワークショップはジャパンライム（https://www.japanlaim.co.jp/）による動画撮影が行われる可

能性があります。参加者の顔は写り込まないよう配慮されますが、この点はご了承ください。 
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